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小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
事
業

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
及
び
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

小
笠
原
諸
島
は
、
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）
６

月
26
日
に
米
国
の
統
治
下
か
ら
日
本
へ
の
復
帰
を

果
た
し
、
平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
に
復
帰
（
返

還
）
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

返
還
50
周
年
を
記
念
し
た
様
々
な
記
念
事
業
の

展
開
や
、
特
異
な
歴
史
や
文
化
、
世
界
自
然
遺
産
に

指
定
さ
れ
た
豊
か
な
自
然
な
ど
、
本
村
の
魅
力
を
村

内
外
に
発
信
す
る
に
あ
た
り
、「
返
還
50
周
年
」
を

統
一
感
を
も
っ
て
広
く
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の

「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」
お
よ
び
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

【
募
集
作
品
】

①
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

②
ロ
ゴ
マ
ー
ク

①
、
②
と
も
、
返
還
50
周
年
記
念
事
業
を
村
内
外

に
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
適
し
た
も
の
。

【
応
募
資
格
】

年
齢
、
住
所
、
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

【
応
募
締
切
日
】

平
成
28
年
２
月
５
日
（
金
）
必
着

【
応
募
方
法
】

詳
細
に
つ
い
て
は
、応
募
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
要
項
・
応
募
用
紙
配
布
先
】

小
笠
原
村
役
場
お
よ
び
母
島
支
所

※
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

○
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://5
0
th

.a
n

n
iv-oga

sa
w

a
ra

.g
r.jp

/

○
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.vill.oga

sa
w

a
ra

.tok
yo.jp

/

●
問
合
せ
先

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

２
―
３
９
４
１

Ｅ
メ
ー
ル
：in

fo@
5
0
th

.a
n

n
iv

-og
a
sa

w
a
ra

.gr.jp

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
―
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情

報
を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ

お
伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験

放
送
を
行
い
ま
す
。

【
実
施
日
】
11
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時
頃

【
試
験
放
送
内
容
】

①
防
災
無
線
上
り
チ
ャ
イ
ム

②
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
小
笠
原
で
す
。
た
だ
い
ま

か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。」

緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
＋
「
緊
急
地
震
速

報
。
大
地
震
で
す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓

練
放
送
で
す
。」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
小
笠
原
で
す
。
こ
れ
で
試

験
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。」

③
防
災
無
線
下
り
チ
ャ
イ
ム

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
「
通
知
カ
ー
ド
」・

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
取
り
扱
い

【
通
知
カ
ー
ド(

全
住
民
が
対
象)

】

現
在
、
全
国
民
へ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す

る
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
届
き
ま
し
た
ら
、
内
容
を
確
認

の
上
、
訂
正
が
あ
る
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
表
示
が
で
き
な
い
文
字

が
使
わ
れ
て
い
る
お
名
前
に
つ
い
て
、
通
常
パ
ソ
コ

ン
で
表
示
可
能
な
文
字
に
置
き
換
え
て
カ
ー
ド
を
作

成
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
け
取
り
ま
し
た
通
知
カ
ー
ド
の
文
字
で
問
題
が

あ
る
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
通
知
カ
ー
ド
は
世
帯
分
ま
と
め
て
送
付
さ

れ
ま
す
が
、
一
部
の
方
に
つ
い
て
は
分
け
て
送
付
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
は
、
な
く
さ
な
い
よ
う
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

【
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
任
意
）】

小
笠
原
村
で
も
平
成
28
年
１
月
よ
り
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
の
交
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
が
、
機
器

納
入
の
関
係
で
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
か
ら
の
確
定
申
告
で
電
子
申
請

を
お
考
え
の
方
で
、
現
在
有
効
な
電
子
証
明
書
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
現
行
の
公
的
個
人
認
証
を
ご
準

備
い
た
だ
く
こ
と
が
確
実
で
す
（
こ
の
場
合
は
、
手

数
料
の
ご
負
担
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
）。

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
お
よ
び
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
・
有
効
で
な
い
場

合
》新

規
の
住
基
カ
ー
ド
を
11
月
16
日
（
月
）
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
公
的
個
人
認
証
の
電
子
証
明
書
を
持
っ
て
い
な

い
・
有
効
で
な
い
場
合
》

新
規
の
電
子
証
明
書
を
12
月
14
日
（
月
）
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
有
効
な
電
子
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
既

に
設
定
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
（
３
年
間
）
ま
で
使

用
で
き
る
見
込
み
で
す
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

編集・発行 小笠原村総務課

〒100－2101

東京都小笠原村父島字西町

TEL04998(2)3111

FAX04998(2)3222

ホームページアドレス

http：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ/

小笠原の花・木・鳥・魚

花 ムニンヒメツバキ 木 タコノキ

鳥 ハハジマメグロ 魚 アオムロ

ﾀﾞﾑ 貯水率

10/29現在

父島

100/100

母島

100/100

９月気象状況（父島）

最高気温 30.1℃

最低気温 25.8℃

平均気温 27.7℃

平均湿度 82％

月降水量 316.5mm

住民基本台帳登録者数（10/1）

2,596人

父島 母島

人口 2,133人 463人

世帯 1,211 256

ＮＯ．６５１

平成27年(2015)

１１/１(日)

http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/
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第
38
回
小
笠
原
村
健
康
診
断

【
日
程
】

《
母
島
》
11
月
26
日(

木)

～
27
日(

金)

《
父
島
》
11
月
29
日(

日)

～
12
月
４
日(

金)

【
内
容
】

○
基
本
健
診
（
特
定
健
康
診
査
等
）

○
そ
の
他
が
ん
検
診
等
（
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん

結
核
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
）

【
対
象
者
】
年
齢
基
準
日
は
28
年
３
月
31
日

《
基
本
健
診
》

○
30
歳
～
39
歳
で
、
村
内
に
住
所
を
有
す
る
協

会
け
ん
ぽ
加
入
者
で
な
い
方

○
40
歳
～
74
歳
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
方
（年
度
の
途
中
に
国
保
に
加
入
ま
た
は

脱
退
し
た
方
も
含
む
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方

○
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方

○
官
公
署
等
の
職
域
健
診
の
対
象
の
方

○
協
会
け
ん
ぽ
の
被
保
険
者
で
35
歳
以
上
の
方

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
、
村
役
場
で

の
受
付
を
済
ま
せ
た
方

《
そ
の
他
が
ん
検
診
な
ど
》

○
胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
結
核
検
診
…
40
歳
以
上

の
方

○
婦
人
科
検
診
（
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
）
…
30
歳
以
上
の
方
お
よ
び
子
宮
頸
が
ん
ク

ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
20
歳
・
25
歳
の
方

○
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
…
40
歳
の
方

○
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
…
40
歳
以
降
で
５
歳
刻

み
の
節
目
年
齢
の
方

※
基
本
健
診
の
受
診
対
象
者
以
外
で
《
そ
の
他
が

ん
検
診
な
ど
》
を
受
診
す
る
方
は
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

※
職
域
健
診
の
対
象
者
は
年
齢
基
準
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
場
の
担
当
者
の
方
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
予
約
受
付
期
間
】
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

11
月
２
日
（火
）～
20
日
（金
）

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
※
土
日
、
祝
日
は
除
く
）

【
予
約
方
法
】

○
来
庁
ま
た
は
電
話
で
、氏
名
、年
齢
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
健
康
保
険
名
、
希
望
の
日
時
・
検
査
項

目
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
日
時
は
、
ご
希
望
ど
お
り

に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
胃
が
ん
検
診
を
受
診
し
な
い
場
合
は
、な
る
べ
く

午
後
の
時
間
帯
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
健
診
受
診
の
注
意
事
項
】

○
対
象
者
に
は
、
11
月
中
旬
に
問
診
票
を
送
付
し

ま
す
。
問
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
必
要
事
項
を
記
入
済
み
の
問
診
票
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
受

診
券
と
保
健
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
今
年
度
40
歳
に
な
る
方
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
実
施
し
ま
す
。問
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
父
島
の
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
は
保
健
所
で
実
施

し
ま
す
。

○
託
児
所
を
設
け
ま
す
の
で
、
お
子
様
連
れ
の
方

は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
児
童
遊
戯
室

《
母
島
》
沖
村
都
住
集
会
所

○
予
約
時
間
は
受
付
時
間
の
目
安
で
す
。
受
診
時

間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
呼
び
出
し
の
順
番
は
予
約

時
間
を
優
先
し
て
い
ま
す
が
、
受
付
時
間
を
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
次
の
予
約
枠
の
方
が
優
先

さ
れ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
父
島
の
婦
人
科
検
診
・
胃
が
ん
検
診
は
、
待
ち

時
間
が
１
～
２
時
間
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
両
検
診
を
同
日
に
受
診
す
る
場
合
は
、

午
前
と
午
後
に
分
け
て
ご
予
約
い
た
だ
き
ま
す
。

（
当
日
の
混
み
具
合
に
よ
っ
て
午
前
中
に
両
検
診

を
ご
案
内
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

○
婦
人
科
検
診
を
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
内
地
で

受
診
し
た
、
ま
た
は
す
る
予
定
の
方
は
、
今
回
の

健
康
診
断
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

●
予
約
申
込
み
・
問
合
せ
先

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１

●日時・場所・検査項目 受付時間：午前８時～11 時、午後１時～３時※父島の肺がん検診レントゲン撮影は午前８時３０分～正午および

午後１時３０分～４時（4日は正午まで）。乳がん検診・子宮頸がん検診の受付時間は午後４時（４日は午後3時）まで。

検査

基

肺

乳・子

胃

場 所・

日 時

項目

母島 ： 診療所 父島 ：地域福祉センター ／ 肺ﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影は保健所

11／26(木) 11／2７（金） 1１／2９（日） 11／30（月） 12／1（火） 12／2(水) 12／3（木） 12／4（金）

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

本健診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮頸がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３時

まで
-2-

肺
が
ん
（
喀
た
ん
検
査
）
検
診

【
対
象
者
】

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
50
歳
以
上
で

喫
煙
指
数
（
１
日
の
喫
煙
本
数
×
喫
煙
年
数
）
が

４
０
０
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以
上
で
６
か
月
以
内

に
血
痰
の
あ
っ
た
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方

【
検
査
方
法
】

専
用
容
器
に
３
日
間
の
「
た
ん
」
を
取
り
、
提
出

す
る
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
す
。

採
取
し
た
検
体
は
11
月
の
小
笠
原
村
健
康
診
断

の
際
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
は
、

代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

【
申
込
期
間
】
11
月
２
日
（
月
）
～
11
月
16
日
（
月
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１

期
限
切
れ
「保
存
水
」の
配
布

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
な
ど
の
災
害
時
の
た
め
に

「
保
存
水
」
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
品
質
保
持
期

限
切
れ
の
「
保
存
水
」
の
有
効
活
用
の
た
め
、
村
民

の
皆
さ
ん
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

飲
料
水
と
し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
車
両
の

洗
浄
や
庭
木
の
水
や
り
な
ど
の
生
活
用
水
と
し
て
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
配
布
場
所
】
小
笠
原
村
役
場
本
庁
舎
入
口

【
配
布
開
始
】
11
月
18
日
（
水
）
～

※
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１
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年
末
調
整
な
ど
に
関
す
る
説
明
会

給
料
（
賃
金
）
や
利
子
・
配
当
、
退
職
金
、
弁
護

士
・
税
理
士
な
ど
へ
報
酬
な
ど
を
支
払
う
個
人
お
よ

び
法
人
（
源
泉
徴
収
義
務
者
）
は
、
支
払
を
す
る
際

に
所
定
の
方
法
で
所
得
税
（
国
税
）
を
計
算
し
て
支

払
う
金
額
か
ら
差
し
引
き
、
税
務
署
に
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
源
泉
徴
収
義
務
者
は
、
１
年
間
の
支
払
金

額
な
ど
を
と
り
ま
と
め
た
法
定
調
書
を
作
成
し
、
税

務
署
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

従
業
員
の
一
年
間
の
収
入
な
ど
か
ら
そ
の
年
の
所

得
税
を
計
算
・
確
定
し
、
給
与
か
ら
天
引
き
し
た
所

得
税
の
合
計
金
額
と
精
算
（
年
末
調
整
）
す
る
こ
と

で
従
業
員
の
所
得
税
の
納
税
が
完
結
し
ま
す
（
給
与

所
得
者
の
多
く
は
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
）。

そ
の
際
、
受
給
者
に
は
「
源
泉
徴
収
票
」
を
交
付

し
、
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
の
受
給
者
の
住
所
地

の
市
区
町
村
に
は
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
交
付
や
提
出
は
平
成
28
年
２
月
１
日

ま
で
に
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
源
泉
徴
収
義
務
者
が
行
な
う
事
務
手
続

に
つ
い
て
、
恒
例
の
芝
税
務
署
に
よ
る
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

【
内
容
】

年
末
調
整
の
仕
方
、
法
定
調
書
の
作
成

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
26
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
27
日
（
金
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室

な
お
、
源
泉
徴
収
、
年
末
調
整
で
使
用
す
る
用
紙

や
届
出
書
、
法
定
調
書
な
ど
の
書
類
や
手
引
き
、
源

泉
徴
収
税
額
表
な
ど
は
、
村
役
場
の
窓
口
や
、
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
へ
」

（http://www.nta.go.jp/gensen/index.htm

）

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。（
複
写
式
の
「
給
与
支
払
報
告

書
」
は
、
村
の
窓
口
配
布
の
み
で
す
。
必
要
な
種
類
・

枚
数
を
ご
確
認
の
上
、窓
口
に
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
）

◎
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

平
成
28
年
１
月
以
降
に
使
用
す
る
源
泉
所
得
税

関
連
の
用
紙
か
ら
、
個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
に
つ
い
て
」

（http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/inde

x.htm

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
法
人
に
は
、
13
桁
の
法
人
番
号
が
指
定
さ

れ
、
平
成
28
年
１
月
以
降
に
運
用
・
使
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

「
法
人
番
号
に
つ
い
て
」

（http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/houj

inbangou/index.htm

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

〇
芝
税
務
署

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１

《
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
（
源
泉
所
得
税
担
当
）》

内
線

３
０
３
２
～
３
０
３
５

《
法
定
調
書
（
管
理
運
営
第
１
部
門
）》

内
線

１
０
０
３
・
１
０
０
４

〇
財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

小
笠
原
中
学
校

学
校
公
開
週
間

お
よ
び
学
習
発
表
会

二
学
期
の
学
校
公
開
お
よ
び
学
習
発
表
会
を
実
施

し
ま
す
。

保
護
者
・
卒
業
生
・
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
参

観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
学
校
公
開
週
間
】

《
日
程
》
11
月
４
日
（
水
）
～
７
日
（
土
）

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
３
時
20
分

【
学
習
発
表
会
】

◎
教
科
展
示

校
舎
内
（
美
術
室
・
廊
下
等
）
に
お
い
て
、
教

科
作
品
お
よ
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
取
り
組

ん
だ
内
容
（
作
品
）
を
展
示
し
ま
す
。

《
日
程
》
11
月
５
日
（
木
）
～
７
日
（
土
）

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
３
時
20
分

※
最
終
日
７
日
（
土
）
の
展
示
は
舞
台
発
表
の
全

校
合
唱
開
始
前
ま
で
で
す
。

◎
舞
台
発
表

各
学
年
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
取
り
組
ん

だ
内
容
や
全
校
合
唱
、
全
校
吹
奏
楽
の
発
表
を
行

い
ま
す
。

《
日
程
》
11
月
７
日
（
土
）

《
時
間
》
午
前
９
時
～
午
後
０
時
５
分

【
そ
の
他
】

○
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
中
学
校

２
―
２
５
０
２

村
有
施
設
の
指
定
管
理
者
の
公
募

【
施
設
名
お
よ
び
所
在
地
】

母
島
村
民
会
館

母
島
字
元
地

【
管
理
期
間
】

平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

【
資
料
請
求
お
よ
び
応
募
先
】

母
島
支
所
庶
務
係

【
応
募
期
間
】
11
月
２
日
（
月
）
～
30
日
（
月
）

●
問
合
せ
先

母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１

不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談

村
内
の
不
動
産
に
関
す
る
登
記
を
所
轄
す
る
、
東

京
法
務
局
の
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

不
動
産
登
記
に
関
す
る
疑
問
、
お
悩
み
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
25
日
（
水
）
午
後
３
時
～
７
時

11
月
26
日
（
木
）
午
前
９
時
～

10
時
30
分

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
27
日
（
金
）

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
６
時

《
場
所
》
村
役
場
第
２
庁
舎
会
議
室

【
相
談
費
用
】
無
料

※
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
予
約

が
な
い
場
合
、
空
き
が
あ
る
時
間
に
限
り
受
付
い
た

し
ま
す
。

【
予
約
受
付
期
間
】

11
月
２
日
（
月
）
～
11
月
20
日
（
金
）

●
問
合
せ
・
予
約
申
込
み
先

財
政
課
財
政
係

２
―
３
１
１
２
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行
政
相
談
所
の
開
設

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
20
日
（金
）午
後
７
時
～
９
時

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
１
日
（火
）午
前
９
時
～
11
時

《
場
所
》
母
島
支
所

◎
行
政
相
談
委
員

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当

山
田
捷
夫

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
な
ど
の
整
備
（
父
島
）

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
す
る(

財)

自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
、
照
明
機
器
、
無
線
機
器
な
ど

を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
備
品
は
、イ
ベ
ン
ト
協
議
会
が
管
理
し
、

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
返
還
祭
な
ど
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

産
業
観
光
課

２
―
３
１
１
４

日
本
赤
十
字
社
に
よ
る

災
害
救
援
用
資
材
の
配
備
（
母
島
）

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
か
ら
、
小
笠
原
分
区

（
村
）
に
対
し
て
活
動
用
の
軽
自
動
車
が
母
島
支
所

に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
災
害
救
援
な
ど
で
活
用
し
ま
す
。
日
本
赤

十
字
社
な
ら
び
に
寄
付
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１

村
長
出
張
報
告

【
出
張
期
間
】
９
月
20
日
～
30
日

○
国
会
議
員
あ
い
さ
つ

○
国
土
交
通
省
打
合
せ

な
ど

母
島
巡
回
労
働
相
談

【
日
時
】
11
月
30
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
相
談
内
容
】

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

離
職
、
解
雇
な
ど
）

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
）

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）

※
当
日
都
合
が
悪
い
場
合
は
、電
話
に
よ
る
相
談
も

可
能
で
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
（新
規
・更
新
）

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
25
日
（
水
）
午
後
７
時
～
８
時

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

（免
許
証
な
ど
）

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年
間
パ

ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
お

気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ
の
講

習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら

２
年
間
と
な
り
ま
す
。

※
父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（講
習
は
、原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間

で
１
時
間
程
度
行
い
ま
す
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３

ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

毎
年
、
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
巣
立
ち
の
シ
ー
ズ
ン
で

あ
る
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
町
の
明
か
り
に

誘
わ
れ
た
多
く
の
若
鳥
が
島
に
不
時
着
し
ま
す
。

そ
ん
な
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
を
保
護
す
る
た
め
の
レ
ス

キ
ュ
ー
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
27
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
28
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

○
保
護
に
関
す
る
法
律
・
制
度

○
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と
安
全

な
保
護
の
方
法

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
産
業
課
産
業
係

２
―
２
１
２
２
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地
域
に
お
け
る
津
波
避
難
の
た
め
の

説
明
会

東
京
都
が
公
表
し
た
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等

に
よ
る
東
京
の
被
害
想
定
」
に
よ
る
と
、
島
し
ょ
地

域
で
は
、
津
波
高
が
高
く
、
津
波
の
浸
水
に
よ
る
建

物
被
害
や
人
的
被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ま
が
自
ら

率
先
し
て
、
か
つ
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
迅
速
に

避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
津
波
の
危
険
性
や
避
難
方
法
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、

東
京
都
に
よ
る
「
地
域
に
お
け
る
津
波
避
難
の
た
め

の
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
14
日
（
土
）

午
後
４
時
～
５
時
30
分

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
15
日
（
土
）

午
後
４
時
～
５
時
30
分

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

●
問
合
せ
先

東
京
都
総
務
局
総
合
防
災
部
防
災
管
理
課

０
３
―
５
３
８
８
―
２
４
８
６

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
伴
う

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止
め

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
な
ど
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
な
い
ま
す
。

安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に
お
い
て
国
有

林
指
定
ル
ー
ト
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
お
よ

び
作
業
区
域
内
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
作
業
期
間
】
11
月
５
日
（
木
）
～
19
日
（
木
）

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実
施
し

ま
す
。

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
４
時
30
分

※
出
港
日
は
午
後
２
時
開
始

※
入
港
日
は
午
前
11
時
30
分
終
了

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に
小

港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
を
除

く
）

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】

〇
赤
旗
山
・
時
雨
山
・つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

（
図
の
①
）
11
月
５
日
（
木
）・
６
日
（金
）・

11
日
（水
）・
13
日
（金
）・
18
日
（水
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当

２
―
２
１
２
３

東
京
都
最
低
賃
金
改
正

10
月
１
日
か
ら

時
間
額
９
０
７
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
東
京
都
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

東
京
労
働
局
賃
金
課

０
３
―
３
５
１
２
―
１
６
１
４

最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
―
３
１
１
―
６
１
５

事
業
所
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

講
習
会

小
笠
原
村
商
工
会
で
は
、商
工
会
職
員
に
よ
る「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
講
習
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
よ
り
、
源
泉
徴
収
票
・
申
告
書
類

等
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
、
個
人
情
報
の

保
護
・
管
理
も
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
基
礎
知
識
や
実
務
で
の
対
応
策
な
ど
に

つ
い
て
親
切
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

※
事
前
予
約
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
小
笠
原
村
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
商
工
会
員
以
外
の
方
の
受
講
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
日
時
】

《
母
島
》
11
月
４
日
（
水
）
午
後
６
時
～
７
時

11
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時

午
後
２
時
～
３
時

《
父
島
》
11
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時

午
後
２
時
～
３
時

午
後
６
時
～
７
時

※
各
回
と
も
内
容
は
同
じ
に
な
り
ま
す
。

【
会
場
】

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館
（
Ｂ
し
っ
ぷ
）

２
階
会
議
室

【
内
容
】

事
業
所
向
け
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
説
明
お
よ
び

実
務
に
伴
う
対
応

【
参
加
費
】
無
料

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

小
笠
原
村
商
工
会

２
―
２
６
６
６

製
氷
海
岸
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

商
工
会
青
年
部
に
よ
る
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
22
日
（
日
）
午
後
３
時
～

【
集
合
場
所
】
製
氷
海
岸

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
ゴ
ミ
袋
は
商
工
会
青
年
部
で
用
意
し
て
あ

り
ま
す
が
、
軍
手
・
飲
み
物
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
商
工
会

２
―
２
６
６
６

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談

【
日
時
】
11
月
27
日
（金
）午
前
10
時
～
正
午

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
）

※
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
前
予
約
受
付
番
号

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５

●
当
日
相
談
電
話
番
号０

３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７

ア
カ
ギ
木
工
教
室

外
来
植
物
ア
カ
ギ
を
使
っ
た
木
工
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

自
分
で
作
っ
た
食
器
で
、
食
卓
を
楽
し
く
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
バ
ー
ド
コ
ー
ル
も
作
り
ま
す
。

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

【
日
時
】
12
月
22
日
（
火
）
午
後
６
時
～
９
時

12
月
23
日
（
水
）
午
前
９
時

～
午
後
８
時
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【
参
加
対
象
】
小
学
校
４
年
生
以
上
の
方

【
場
所
】

母
島
小
中
学
校
技
術
室

【
製
作
物
】
箸
・
ス
プ
ー
ン
・
皿
・
バ
ー
ド
コ
ー
ル

【
費
用
】

保
険
代
１
０
０
円

【
主
催
】

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

【
申
込
方
法
】

（
一
社
）
小
笠
原
環
境
計
画
研
究
所
ま
で
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
氏
名
お
よ
び
連
絡
先
を
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

【
申
込
締
切
】
12
月
18
日
（
金
）
午
後
５
時

●
問
合
せ
先

（
一
社
）小
笠
原
環
境
計
画
研
究
所

３
―
７
５
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
―
７
５
５
６

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

公
益
財
団
法
人
東
京
防
災
救
急
協
会
で
は
、
危
険

物
取
扱
者
保
安
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

危
険
物
取
扱
者
で
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た
は
取
扱

所
に
お
い
て
、
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い

る
方

【
受
講
期
限
】

《
前
回
の
講
習
を
受
け
た
方
が
継
続
し
て
従
事
し
て

い
る
場
合
》

講
習
日
以
後
最
初
の
４
月
１
日
～
３
年
以
内

《
当
該
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

ら
２
年
以
上
前
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
ま

た
は
講
習
を
受
け
て
い
る
方
が
新
た
に
従
事
す
る

場
合
》

従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
～
１
年
以
内

《
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
２

年
以
内
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
ま
た
は
講

習
を
受
け
て
い
る
場
合
》

免
状
の
交
付
日
ま
た
は
講
習
日
以
後
最
初
の

４
月
１
日
～
３
年
以
内

※
受
講
期
限
内
に
受
講
し
な
い
場
合
は
、
消
防
法
令

違
反
と
し
て
行
政
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
実
施
日
時
】

《
父
島
》
11
月
14
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
１
時

《
母
島
》
11
月
15
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
５
時

【
実
施
場
所
】

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室

【
科
目
】

○
危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事
項

○
危
険
物
の
火
災
予
防
に
関
す
る
事
項

※
講
習
終
了
後
に
効
果
測
定
を
行
い
ま
す
。

【
受
講
申
請
】

○
講
習
日
当
日
、
会
場
に
て
講
習
開
始
30
分
前
よ

り
受
付
を
行
い
ま
す
。

○
危
険
物
取
扱
者
免
状
、
受
講
手
数
料

（
４
７
０
０
円
）、
受
講
申
請
書
、
受
講
票
、
鉛
筆

ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
（
Ｈ
Ｂ
ま
た
は
Ｂ
）、

消
し
ゴ
ム
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
申
請
書

は
当
日
会
場
で
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
講
習
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
当
日
会
場
で
お

渡
し
し
ま
す
。

【
講
習
案
内
・
受
講
申
請
書
配
布
場
所
】

《
父
島
》

○
小
笠
原
支
庁
総
務
課

○
村
役
場
総
務
課

《
母
島
》

○
母
島
出
張
所

○
母
島
支
所

●
問
合
せ
先

公
益
財
団
法
人

東
京
防
災
救
急
協
会

０
３
―
５
２
９
７
―
１
０
１
０

母
島
防
犯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
日
時
】
11
月
15
日
（
日
）
午
前
８
時
～

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
校
庭

【
主
催
】
小
笠
原
警
察
署

【
申
込
締
切
】
11
月
11
日
（水
）午
後
５
時

※
申
込
用
紙
は
母
島
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。

※
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

母
島
駐
在
所

３
―
２
１
１
０

小
笠
原
高
等
学
校

授
業
公
開

【
期
間
】
11
月
９
日
（月
）～
11
月
13
日
（金
）

【
時
間
】
午
前
８
時
20
分
～
午
後
３
時
20
分

※
11
月
13
日
（金
）は
午
後
２
時
20
分
終
了

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】

当
日
受
付
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

お
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
高
等
学
校

２
―
２
３
４
６

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
11
月
の
開
館
日
】

お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出
港
日
、
観
光
船
入

港
中

《
開
館
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

【
特
別
展
】

《
本
館
》「
小
笠
原
の
地
名
」

～
「
Ｂ
ｏ
ｎ
ｉ
ｎ
」、「
Ｏ
ｇ
ａ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ａ
」

は
ど
こ
か
ら
？
な
ぜ
こ
の
名
に
？

～

ボ
ニ
ン
、
小
笠
原
、
父
島
…
小
笠
原
の
地
名
は
、

歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
命
名
さ
れ
、
ど
う
変
わ

っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
幕
末
調
査
時
の
絵

と
現
在
の
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

（
11
月
1
日
か
ら
）

《
新
館
》「
い
る
か
展
」
※
開
催
中

～
見
て
！
泳
い
で
！
も
っ
と
わ
か
る
！
～

小
笠
原
で
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
ス
イ
ミ
ン
グ
で
き

る
身
近
な
イ
ル
カ
た
ち
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

２
―
３
０
０
１

お
が
さ
わ
ら
丸
新
造
船
進
水
式

お
が
さ
わ
ら
丸
新
造
船
は
現
在
、
山
口
県
の
三
菱

重
工
業

下
関
造
船
所
で
建
造
中
で
す
。

10
月
中
旬
の
進
捗
状
況
は
、
各
船
体
の
ブ
ロ
ッ
ク

部
分
の
船
台
へ
の
搭
載
工
事
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

順
調
に
進
み
ま
す
と
「
進
水
式
」
は
、
平
成
28
年

１
月
27
日
に
行
う
予
定
で
す
。
通
常
「
進
水
式
」
は

一
般
的
に
観
覧
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は

造
船
所
の
好
意
に
よ
り
「
進
水
式
」
を
ツ
ア
ー
に
よ

り
観
覧
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
旅
行
代
理
店
の
進
水
式
ツ
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ア
ー
に
お
申
込
み
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
各
旅
行
代
理
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し

く
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
進
水
式
ツ
ア
ー
の
問
合
せ
先

〇
㈱
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド

０
３
―
３
４
３
１
―
３
０
０
１

〇
㈱
小
笠
原
ツ
ー
リ
ス
ト

２
―
７
７
７
１

●
新
造
船
に
関
す
る
問
合
せ
先

小
笠
原
海
運
㈱

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

は
は
じ
ま
丸
冬
期
ダ
イ
ヤ

は
は
じ
ま
丸
は
、
11
月
～
１
月
ま
で
の
期
間
、
一

部
の
便
を
冬
期
ダ
イ
ヤ
で
運
航
い
た
し
ま
す
。

【
運
航
期
間
】

11
月
２
日
（月
）～
平
成
28
年
１
月
14
日
（木
）

【
冬
期
ダ
イ
ヤ
】

お
が
さ
わ
ら
丸
父
島
入
港
の
翌
日

母
島
発

午
前
11
時
30
分

（通
常
ダ
イ
ヤ

母
島
発

正
午
）

◎
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引
に
つ
い
て

父
島
～
母
島
航
路
の
村
民
割
引
乗
船
券
を
購
入
い

た
だ
く
際
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
小
笠
原
村
発
行
の

「
居
住
証
明
書
」
の
提
出
、
ま
た
は
「
居
住
証
明
書

カ
ー
ド
」
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
運
転
免

許
証
な
ど
、
そ
の
他
の
証
明
書
の
使
用
は
出
来
ま
せ

ん
。村

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
合
せ
先

伊
豆
諸
島
開
発
（株
）

父
島
代
理
店

２
―
２
１
１
１

母
島
代
理
店

３
―
２
３
３
１

専
門
診
療
（眼
科
）

【
父
島
】

《
日
時
》
11
月
10
日
（火
）・
11
日
（水
）・

12
日
（
木
）

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

【
母
島
】

《
日
時
》
11
月
14
日
（土
）・
15
日
（日
）

※
15
日
は
午
前
中
の
み
で
す
。

《
場
所
》
母
島
診
療
所

《
受
付
時
間
》
※
父
島
・
母
島
共
通
で
す
。

午
前
８
時
30
分
～
11
時

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
診
療
所

２
―
３
８
０
０

母
島
診
療
所

３
―
２
１
１
５

小
笠
原
村
診
療
所
（歯
科
）の
休
診

【
休
診
日
】
11
月
16
日
（
月
）
～
12
月
３
日
（
木
）

11
月
16
日
（
月
）
の
急
患
診
療
は
行
な
い
ま
す
。

《
急
患
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
９
時

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
診
療
所

２
―
３
８
０
０

母
島
診
療
所
の
休
診

母
島
診
療
所
は
、
小
笠
原
村
健
康
診
断
実
施
日
を

休
診
と
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
救
急
患
者
発
生
時
は
、
１
１
９
番
へ
お
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

【
休
診
日
】
11
月
25
日
（
水
）
午
後
～
27
日
（
金
）

【
休
診
科
目
】
医
科
・
歯
科

●
問
合
せ
先

母
島
診
療
所

３
―
２
１
１
５

定
期
予
防
接
種

【
父
島
】

《
日
時
》

11
月
５
日
（木
）午
後
２
時
30
分
～
４
時

11
月
26
日
（木
）午
後
４
時
～
４
時
30
分

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

【
母
島
】

《
日
時
》

11
月
５
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時

《
場
所
》
母
島
診
療
所

【
接
種
可
能
予
防
接
種
（予
約
不
要
）】

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、

○
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（追
加
接
種
の
み
）

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

小
笠
原
海
運
㈱

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸

等 級 大 人 小 人
２ 等 ２３，２１０ （+0） １１，６１０ （+0）

特 ２ 等 ３４，８１０ （+0） １７，９３０ （+0）

１ 等 ４６，４００ （+0） ２３，９２０ （+0）

特 １ 等 ５３，６９０ （+0） ２７，６５０ （+0）

特 等 ５８，１１０ （+0） ２９，９３０ （+0）

２等（学割） １８，５７０ （+0）
２ 等

（身障者割引） １１，６１０ （+0） ５，９８０ （+0）

村民割引
（往復）２等・
特２等・１等

※片道は半額

２等：34,820

特２等：58,020

１等：81,280

（+0）

（+0）

（+0）

２等：17,420

特２等：29,020

１等：40,640

（+0）

（+0）

（+0）

貨
物
運
賃

１ 等 品 １５，６３８ （+0）

２ 等 品 １４，５５８ （+0）

３ 等 品 １３，３９２ （+0）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 １，５６７ （+0）

０．０７５トン以下 １，１６６ （+0）

１１月の燃料油価格変動調整金
１１月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（ ）内は変動調整額 単位：円

伊
豆
諸
島
開
発
㈱

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃

１ 等 品 ８，８９１ （+597）

２ 等 品 ８，３３６ （+560）

３ 等 品 ７，７８１ （+523）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 ８９１ （+60）

０．０７５トン以下 ６７１ （+45）

は
は
じ
ま
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ４，３５０ （+470） ２，１８０ （+240）

１ 等 ８，６９０ （+930） ４，３５０ （+470）

村民割引
（往復）２等 ５，２２０ （+560） ２，３３０ （+280）
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ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
）

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
体
調
を
整
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
今
月
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
日
時
】
11
月
11
日
（金
）午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分

※
雨
天
時
は
室
内
運
動

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診
（父
島
）

対
象
者
の
方
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
６
歳
未

満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
検
診
の
み
）、

３
歳
の
乳
幼
児

【
日
時
】
11
月
12
日
（木
）

《
受
付
時
間
》
午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

母
島
乳
幼
児
計
測
会

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母

子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児

【
日
時
】
11
月
19
日
（
木
）

《
受
付
時
間
》
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

●
問
合
せ
先

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

生
活
習
慣
病
予
防
講
習
会
（父
島
）

村
民
の
方
を
対
象
に
し
た
生
活
習
慣
病
予
防
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。

【
テ
ー
マ
】

「
好
み
の
食
事
で
お
い
し
く
減
塩
！
や
っ
て
み
る
と

こ
ん
な
に
簡
単
、
知
っ
て
得
す
る
減
塩
術
！
！
」

《
内
容
》

試
食
を
交
え
な
が
ら
自
分
の
塩
分
感
覚
を
知
り
、

適
切
な
塩
分
量
を
学
び
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
料
理
が
お
い
し
く
、
簡

単
に
で
き
る
減
塩
レ
シ
ピ
を
お
配
り
す
る
予
定
で
す
。

《
講
師
》
神
奈
川
工
科
大
学
栄
養
生
命
科
学
科
教
授

管
理
栄
養
士

饗
場
直
美
（
あ
い
ば
な
お
み
）
氏

※
著
書
に
「
病
気
予
防
百
科
」、「
子
ど
も
の
食
育
」

の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ「
き
ょ
う
の
健
康
」、「
名
医
に
Ｑ
」、

「
視
点
・
論
点
」
に
出
演
。

【
日
時
】

12
月
11
日
（
金
）
午
後
３
時
～
４
時
30
分

【
場
所
】
保
健
所
２
階

【
申
込
期
間
】
11
月
９
日
（
月
）
～
12
月
９
日
（
水
）

●
問
合
せ
先

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所

庶
務
係
（
栄
養
士
）
２
―
２
９
５
１

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー

◎
兄
島
マ
イ
マ
イ
の
最
前
線

ネ
ズ
ミ
に
よ
っ
て
、
危
機
に
さ
ら
れ
て
い
る
兄
島

の
マ
イ
マ
イ
。
先
月
号
で
は
、
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
餌
箱
に
殺
鼠
剤
を
入
れ
た
も
の
）
で
、
ネ
ズ
ミ

対
策
を
開
始
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

対
策
開
始
か
ら
１
か
月
。
陸
産
貝
類
の
生
息
状
況

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
少
し
回
復
傾
向
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ネ
ズ
ミ
の
密
度
も
か
な
り
低
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
だ
、兄
島
全
域
に
対
し
、

１
／
８
ほ
ど
の
面
積
で
す
が
、
対
策
の
成
果
（
＝
陸

産
貝
類
を
絶
滅
さ
せ
な
い
こ
と
）
は
出
始
め
て
い
ま

す
。一

方
、
対
策
を
始
め
て
、
一
部
の
ベ
イ
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
殺
鼠
剤
が
箱
の
外
に
も
散
ら
ば
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
ネ
ズ
ミ
か
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ

の
仕
業
？
）
例
え
ば
、
箱
の
外
に
出
た
殺
鼠
剤
を
ア

カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
が
食
べ
て
、
死
ぬ
こ
と
は
な

い
の
か
？
ま
た
、
ヤ
ド
カ
リ
自
身
が
殺
鼠
剤
を
食
べ

て
も
死
な
な
い
こ
と
は
、
実
験
で
分
か
っ
た
の
で
す

が
、
ヤ
ド
カ
リ
が
殺
鼠
剤
を
食
べ
、
ノ
ス
リ
が
そ
の

ヤ
ド
カ
リ
を
食
べ
る
こ
と
で
、
間
接
的
な
影
響
は
な

い
の
か
？
土
壌
や
海
水
に
成
分
が
流
出
し
な
い
の

か
？
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
だ
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

基
本
的
に
は
、
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
環
境
影

響
の
小
さ
な
方
法
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
環
境
へ

の
影
響
を
調
べ
、
そ
の
よ
う
な
心
配
に
配
慮
し
な
が

ら
、
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
母
島
の
マ
イ
マ
イ
へ
の
新
た
な
脅
威

ツ
ヤ
オ
オ
ズ
ア
リ
と
い
う
外
来
ア
リ
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
人
体
へ
の
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
海
外
の
海
洋
島
で
は
、
生
態
系
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
外
来
種
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
リ
は
、
父
島
の
集
落
や
海
岸
に
は
既
に
広

く
分
布
し
て
お
り
、
近
年
、
母
島
の
一
部
に
も
分
布

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
れ

ば
、
南
崎
の
遊
歩
道
周
辺
に
お
い
て
、
こ
の
ア
リ
の

影
響
と
思
わ
れ
る
ノ
ミ
ガ
イ
類（
小
型
の
陸
産
貝
類
）

の
減
少
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

南
崎
に
お
い
て
は
、
今
年
度
に
試
験
的
な
駆
除
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
同
時
に
集
落
域
な
ど
既

に
分
布
し
て
い
る
地
点
か
ら
の
更
な
る
拡
散
を
防
ぐ

対
策
が
必
要
で
す
。
工
事
に
よ
る
資
材
の
移
動
、
農

作
業
や
園
芸
に
よ
る
土
の
移
動
な
ど
、
産
業
や
村
民

生
活
と
関
わ
る
場
面
で
も
、
他
の
外
来
種
を
含
め
、

拡
散
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

人
が
生
活
す
る
島
で
あ
り
な
が
ら
、
沢
山
の
貴
重

な
マ
イ
マ
イ
が
生
息
す
る
母
島
。
村
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
今
後
、
よ
り
詳

し
い
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所２

―
７
１
７
４

◎
ペ
ッ
ト
と
共
生
す
る
た
め
に

《
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と
》

愛
玩
動
物
（
ペ
ッ
ト
）
を
飼
う
こ
と
は
、
人
の
生

活
に
や
す
ら
ぎ
や
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

あ
り
、
教
育
や
健
康
管
理
の
面
で
も
そ
の
効
用
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

村
民
意
向
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、小
笠
原
で
も
、

イ
ヌ
や
ネ
コ
を
は
じ
め
、
鳥
類
や
爬
虫
類
、
魚
、
昆

虫
な
ど
様
々
な
ペ
ッ
ト
が
飼
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

今
後
飼
い
た
い
と
考
え
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
命
あ
る
も
の
と
し
て
大
切
に
飼
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
の
中
で
共
生
す
る
た
め
に
「
逃

が
さ
な
い
」「
最
期
ま
で
飼
う
」「
む
や
み
に
繁
殖
さ

せ
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
（
＝
適
正
飼
養
）
は
、
飼

い
主
の
基
本
的
な
責
任
で
す
。

《
ペ
ッ
ト
を
外
来
種
に
し
な
い
た
め
に
》

ペ
ッ
ト
も
、
野
生
の
中
に
放
た
れ
て
し
ま
え
ば
、

外
来
種
と
な
り
、
生
態
系
や
農
業
な
ど
へ
の
被
害
、

ベイトステーション（ネズミだけが

中に入る方法を試行中）
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時
に
は
人
へ
の
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

小
笠
原
の
生
態
系
は
大
変
繊
細
な
の
で
、
そ
う
い
っ

た
ペ
ッ
ト
が
原
因
の
外
来
種
に
よ
っ
て
も
甚
大
な
影

響
を
受
け
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
イ
ヌ
や
ネ
コ
に
つ
い
て
は
、
法
律
や
条
例

に
基
づ
き
、
適
正
飼
養
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
動
物
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
環
境
課
で
は
「
愛
玩
動
物
に
よ
る
新
た

な
外
来
種
の
侵
入
・
拡
散
に
関
す
る
地
域
課
題
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
ペ
ッ
ト
を
原
因
と

す
る
外
来
種
の
侵
入
・
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
、
関

係
行
政
機
関
や
地
域
の
関
係
者
、
獣
医
師
等
と
の
議

論
を
開
始
し
ま
し
た
。

10
月
５
日
に
開
催
し
た
第
１
回
の
会
議
で
出
さ

れ
た
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

○
小
笠
原
に
入
る
可
能
性
が
高
く
、
リ
ス
ク
の
大

き
い
種
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
べ
き
。

○
適
正
飼
養
の
た
め
、
出
来
る
だ
け
全
て
の
種
に

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
挿
入
し
て
、
登
録
制
に
す
る

べ
き
。

○
村
民
や
観
光
客
に
向
け
て
、
十
分
に
説
明
し
、

趣
旨
を
理
解
し
て
も
ら
う
べ
き
。

今
後
も
、
広
く
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
伺
い

な
が
ら
、
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
村
民
意
見
交
換
会
の
父
島
開
催
結
果
と
母
島
延
期

の
お
知
ら
せ

《
父
島
で
の
開
催
結
果
》

「
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
村
民
意
見
交
換
会
」
を

10
月
17
日
に
父
島
で
開
催
し
、
行
政
機
関
も
含
め

30
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
換
会
で
は
、
遺
産
に
関
す
る
取
組
の
紹
介
と
９

月
に
実
施
し
た
村
民
意
向
調
査
の
結
果
速
報
の
報
告

を
行
な
っ
た
後
「
①
遺
産
登
録
１
０
０
年
後
の
小
笠

原
～
登
録
５
周
年
を
前
に
～
」
と
「
②
動
物
と
暮
ら

す
と
い
う
こ
と
～
ペ
ッ
ト
と
の
付
き
合
い
方
～
」
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
①
で
は
、
話
題
提
供
と
し
て
中
高
生
の

考
え
る
「
将
来
の
小
笠
原
」
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
ヒ

ン
ト
に
し
て
、
参
加
者
全
員
に
遺
産
登
録
１
０
０
年

後
の
２
１
１
１
年
の
小
笠
原
が
ど
の
よ
う
な
姿
に
な

っ
て
い
て
ほ
し
い
か
を
伺
い
ま
し
た
。

交
換
会
で
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
関
す

る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
自
然
に
配
慮
し
た
生
活
や
観
光
・
農
業
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
の
「
暮
ら
し
と
自
然
の

共
存
」
に
関
す
る
こ
と

○
多
く
の
固
有
種
、
外
来
種
が
い
な
い
、
豊
か
な

森
林
な
ど
の
「
豊
か
で
健
全
な
自
然
」
に
関
す
る

こ
と

○
子
ど
も
の
教
育
の
充
実
や
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

老
後
な
ど
、「
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
住
み
心
地
が

良
い
」
に
関
す
る
こ
と

○
星
が
見
え
る
、
き
れ
い
な
海
・
空
気
な
ど
の
「
美

し
い
海
・
景
色
」
に
関
す
る
こ
と

○
無
人
島
の
観
光
や
多
く
の
外
国
人
観
光
客
な
ど

の
「
観
光
の
活
性
」
に
関
す
る
こ
と

○
そ
の
ほ
か
「
自
立
し
た
小
笠
原
」
や
「
静
か
な

小
笠
原
」
に
関
す
る
こ
と

意
見
交
換
②
で
は
、
先
述
し
た
「
愛
玩
動
物
に
よ

る
新
た
な
外
来
種
の
侵
入
・
拡
散
に
関
す
る
地
域
課

題
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

な
い
、
そ
の
第
１
回
会
議
で
議
論
さ
れ
た
「
イ
ヌ
、

ネ
コ
以
外
の
ペ
ッ
ト
を
登
録
制
と
す
る
こ
と
」
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
を
伺
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
「
す
ご
く
よ
い
」、「
や
や

よ
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
が
、
把
握
・
管
理
の

体
制
や
動
物
を
飼
え
な
く
な
る
と
い
う
誤
解
を
生
ま

な
い
た
め
の
普
及
啓
発
、
登
録
す
る
動
物
種
の
選
定

な
ど
、
考
慮
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

《
母
島
の
延
期
日
程
》

母
島
で
は
10
月
19
日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

台
風
の
影
響
に
よ
り
、
次
の
日
時
・
場
所
に
変
更
い

た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
12
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

【
場
所
】
母
島
支
所
会
議
室

【
内
容
】

○
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
村
民
意
向
調
査(

結

果
速
報)

○
遺
産
登
録
１
０
０
年
後
の
小
笠
原
～
登
録
５
周

年
を
前
に
～

○
動
物
と
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
～
ペ
ッ
ト
と
の
付

き
合
い
方
～

◎
村
民
意
向
調
査
の
結
果

９
月
に
行
な
っ
た
「
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
村

民
意
向
調
査
」
で
は
、
１
３
３
０
世
帯
に
配
布
し
、

８
４
７
名
（
回
答
率
63
・
７
％
）
か
ら
、
中
高
生
か

ら
は
１
０
６
名
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
速
報
は
環
境
課
お
よ
び
母
島
支
所
の
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。（
村
民
意
見
交
換
会
で
の
配

布
資
料
で
す
）

今
後
、
集
計
し
た
回
答
の
分
析
作
業
を
進
め
、
そ

の
結
果
が
ま
と
ま
り
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

環
境
課
環
境
係

２
―
３
１
１
１

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
生
物
に
は
、
成
長
し
て
子

を
残
す
と
い
う
使
命
が
あ
る
。
多
く
の
生
物
は
成
長

の
過
程
で
体
が
大
き
く
な
る
が
、
例
え
ば
脊
椎
動
物

で
は
体
を
支
え
る
硬
い
組
織
（
骨
）
が
内
臓
や
筋
肉

よ
り
内
側
に
あ
る
た
め
、
相
似
的
に
（
劇
的
に
形
を

変
え
る
こ
と
な
く
）
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

こ
ろ
が
硬
い
組
織
で
体
を
覆
っ
て
い
る
生
物
は
そ
う

は
い
か
な
い
。

こ
の
問
題
の
解
決
方
法
の
ひ
と
つ
が「
脱
皮
」だ
。

虫
や
甲
殻
類
は
、
殻
を
い
っ
た
ん
脱
ぎ
捨
て
て
新

た
に
作
る
こ
と
で
、相
似
的
な
成
長
を
可
能
に
し
た
。

で
は
、
一
張
羅
の
殻
を
も
つ
貝
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
。
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
な
い
以
上
、
成
長
に
伴
っ

-10-

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ

第
８
貝
「
誰
が
為
に
貝
は
巻
く
」

こ
の
世
は
よ
く
巻
い
て
い
る
。
我
々
の
生
活
は
ネ

ジ
に
支
え
ら
れ
、
生
命
の
設
計
図
と
も
呼
ば
れ
る
Ｄ

Ｎ
Ａ
は
細
胞
内
で
螺
旋
を
描
き
、
宇
宙
の
果
て
で
は

銀
河
が
渦
巻
く
。
な
ぜ
こ
う
も
巻
く
の
か
。
き
っ
と

各
々
深
い
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
う
、
マ
イ
マ
イ
に
も
事
情
が
あ
る
の
だ
。
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て
殻
も
大
き
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
条
件
下

で
彼
ら
が
辿
り
着
い
た
答
え
こ
そ
が
巻
く
こ
と
だ
っ

た
。ポ

イ
ン
ト
は
蚊
取
線
香
の
よ
う
に
均
等
な
幅
で
巻

く
の
で
は
な
く
、
外
側
に
向
か
っ
て
膨
ら
む
よ
う
な

巻
き
方
だ
（「
対
数
螺
旋
」
と
い
う
）。
こ
れ
に
よ
っ

て
軟
体
部
が
相
似
的
に
成
長
で
き
る
の
だ
。そ
し
て
、

巻
く
こ
と
は
殻
の
素
と
な
る
資
源
の
節
約
や
強
度
ア

ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
。
巻
く
こ
と
は
、
殻
を
も
つ
貝

が
進
化
の
過
程
で
得
た
合
理
的
な
答
え
と
言
え
よ
う
。

ち
な
み
に
二
枚
貝
の
成
長
も
、
実
は
対
数
螺
旋
で
あ

る
。さ

て
、
螺
旋
を
制
し
地
球
上
で
栄
華
を
極
め
た
貝

だ
が
、
有
史
以
来
多
く
の
地
域
、
特
に
島
嶼
で
絶
滅

の
歴
史
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ

も
例
外
で
は
な
く
、
今
ま
さ
に
絶
滅
へ
の
道
を
辿
り

つ
つ
あ
る
。
私
た
ち
は
歴
史
を
教
訓
と
し
、
そ
ん
な

悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
様
々
な
対
策
を
練
っ
て

い
る
。我
々
の
進
む
べ
き
道
も
ま
た
、繰
り
返
す「
円
」

で
は
な
く
「
螺
旋
」
な
の
だ
。

【
文
】
森
林
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員

和
田
慎
一

郎
【
イ
ラ
ス
ト
】
小
笠
原
高
校

髙
橋
海
里
・
高
橋

ひ
か
る

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー

◎
そ
ろ
そ
ろ
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
季
節
で
す

先
月
号
で
は
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
子
供
を
連
れ

た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
話
題
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
最
終
確
認
日
は
９
月
29
日

で
、
そ
の
と
き
の
動
画
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
子
イ

ル
カ
は
あ
ま
り
元
気
が
無
い
様
子
で
し
た
。
52
日
間

に
わ
た
っ
て
、
父
島
周
辺
で
観
察
さ
れ
て
い
た
子
イ

ル
カ
。引
き
続
き
発
見
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
月
は
イ
ル
カ
で
は
な
く
、
ク
ジ
ラ
の

お
話
。
先
月
の
初
め
に
、
ハ
ワ
イ
か
ら
初
ザ
ト
ウ
発

見
の
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
し
た
。
小
笠
原
で
の
シ
ー

ズ
ン
最
初
の
発
見
は
、
一
昨
年
が
11
月
21
日
、
昨

年
は
11
月
13
日
で
し
た
。
過
去
２
年
の
結
果
を
踏

ま
え
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
、
小
笠
原
で
も
、
初
ザ
ト
ウ

が
見
ら
れ
る
時
期
と
な
り
ま
す
。

右
の
グ
ラ
フ
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
と
過
去
３
年
分
の

デ
ー
タ
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
何
ら
か
の
理
由
で
、
来
遊
の
ピ
ー

ク
が
遅
れ
た
こ
と
が
特
徴
で
す
が
、
今
年
は
ど
ん
な

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？
も
し
、
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
を
発
見
し
た
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
と
て
も
貴
重
な
情
報
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

初
ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ
る
と
、
Ｂ
し
っ
ぷ
前
に
「
鯨

の
ぼ
り
」
が
掲
げ
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
注
目
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

２
―
３
２
１
５

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ
の
174

◎
ふ
化
場
で
の
ふ
化
が
終
了
し
ま
し
た

村
民
だ
よ
り
9
月
号
で
も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、

大
村
海
岸
に
産
卵
さ
れ
た
卵
は
全
て
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
ふ
化
場
に
移
殖
し
て
い
ま
す
。

夏
場
は
移
殖
巣
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
た
ふ
化
場

も
、
9
月
下
旬
に
な
る
と
ポ
ツ
、
ポ
ツ
と
い
っ
た
感

じ
で
間
隔
が
空
き
は
じ
め
、
10
月
２
日
の
子
ガ
メ
の

脱
出
を
最
後
に
今
シ
ー
ズ
ン
の
ふ
化
場
で
の
ふ
化
は

終
了
し
ま
し
た
。

ふ
化
場
か
ら
ふ
化
し
た
子
ガ
メ
の
夜
間
放
流
会
に

は
今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
島

民
、観
光
客
あ
わ
せ
て
１
，６
０
０
人
を
超
え
る
方
々

に
子
ガ
メ
の
旅
立
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ど
う
も
あ
り
が
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半
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月
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半

4
月
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半

4
月
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半

5
月
前
半

5
月
後
半

昨シーズン

平均値
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
夜
間
に
子
ガ
メ
の
放

流
会
を
行
う
予
定
で
す
。
か
わ
い
い
子
ガ
メ
た
ち
に

会
い
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
海
に
帰
っ
た
子
ガ
メ
た
ち
は
ど
こ
ま
で
泳

い
で
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
小
笠
原
で
生
ま
れ
た
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
本
州
、
四
国
、
九
州
の
太
平
洋
沿
岸

で
エ
サ
を
食
べ
て
大
き
く
な
り
ま
す
。
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
子
ガ
メ
た
ち
も
エ
サ
場
で
あ
る
太
平
洋
沿
岸

を
目
指
し
て
泳
ぎ
、
大
人
に
な
る
と
再
び
小
笠
原
に

来
遊
し
、
繁
殖
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

な
ぜ
目
指
す
方
角
が
わ
か
る
の
か
、
な
ぜ
再
び
小

笠
原
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
詳
し
い

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、一
説
に
は
、

脱
出
後
、
海
に
出
る
ま
で
に
砂
浜
を
歩
く
こ
と
で
そ

の
磁
場
や
に
お
い
を
覚
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の

放
流
の
際
は
必
ず
砂
浜
を
歩
か
せ
て
放
流
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
大
人

に
な
る
ま
で
30
年
～
40
年
程
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
、
小
笠
原
で
生
ま
れ
た
子
ガ
メ
た
ち
が
再
び

島
に
戻
っ
て
く
る
の
は
２
０
４
５
年
～
２
０
５
５
年

頃
で
す
が
、
そ
の
時
ま
で
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産

卵
で
き
る
環
境
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー２

―
２
８
３
０

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://bonin-ocean.net

http://bonin-ocean.net/
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扇浦浄水場跡地の利用について、１０月１３日に村民説明会を開催しました。

説明会で村が説明した利用計画案および参加者の皆さまからいただいたご意見などを報告します。なお、説明会の配布

資料および議事録の概要は村役場ホームページ（企画政策室コーナー）でご覧いただけます。

《利用計画案に対する村からの説明》

・納涼山への遊歩道や開拓碑などの文化財などへの管理通路を真っ直ぐにする。

・現在の管理通路の北側の駐車場および園地は、新たな管理通路まで広げる。

・新たな管理通路の南側・都道寄りの地下に、第２原水調整池を整備する。（整備事業費の縮減のため）

・第２原水調整池の地上部分に、コンクリート舗装などによるカヌーなどの置き場（以後「カヌー置き場」という）を

整備する。

・カヌー置き場の山側の後背地は緑地とし、幼児・児童などの遊び場、また将来の利用計画の種地とする。

《いただいた主なご意見》

・旧浄水場入口右側のタマナの巨木は切らずに残すべき。

・カヌー置き場から海岸へカヌーなどを運搬する際、都道を横断して運搬する時の安全確保が難しい。

・カヌー置き場は新たに必要ない。現在、海岸にある置き場をもっときれいに管理してほしい。

・海岸に設置しようとしているカヌーなどの運搬のためのスロープもいらない。自然のままでよい。

・台風時などにカヌーなどを緊急的に避難させる置き場がほしい。

・扇浦周辺の子ども達には、近くに奥村グランドのように遊べる広い場所がないため、調整池の上は芝を張り、園地と

して整備し、遊び場として使えるようにしてほしい。

・既存の園地もそうだが、もっと利用できるよう、日蔭、東屋、トイレ、バーベキューなどの施設や、子供が都道に飛

びださないようフェンスなどによる安全対策を検討してほしい。

・子供や若者たちのためにスケートボードができるスペースがほしい。（組み立て式のキットもある）

・その他、神社に関連することなど

《跡地利用の村の基本的な方針》

関係者と調整が必要な要望などは、検討の上個別に調整し、旧浄水場の跡地周辺の基本的な利用については、皆さまか

らのご意見をふまえ、下図のとおり、調整池を地下に整備し、地上は園地を整備する方針となりました。

今後、詳細について検討し、その内容を改めてご報告します。

《利用に関する配置図》

●問合せ先 総務課 企画政策室 ２－３１１１

kikaku@vill.ogasawara.tokyo.jp

扇浦浄水場跡地の利用に関する検討について

都道

園地

園地

園地
第２原水調整池

扇浦レストハウス

バス停

バス停

管

理

通

路
駐車場

駐車場

文化財エリア

緑地

浄

化

槽

通路
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都
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小花橋
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保健師： 今年も、健康診断

クジラ： 実は、去年からち

保健師： あら、それは残念

トはしないように

生活で受けてみま

お願いします。

クジラ： そうですね。ちょ

保健師： 対象の人には、11

受診前に問診票の中

☆小笠原村に住民票がある方

（がん検診は、健康保険の種

☆乳がん検診・子宮頸がん検

☆胃がん検診、肺がん検診→

＊小笠原村健康診断の受診対

検診のみ」受診の方は、事

へ申し込みをしてください

30 歳以上の村民の方は、内

受診期間：平成 2８年 3 月 3

医療機関：こころとからだの

飯田橋、JR 飯田橋駅の近く

☆乳がん検診は、「マンモグ

ります。

☆事前に福祉係・母島支所へ

クーポン券を受け取ってくだ

＊村で実施するこの 2 つの検

1 人 1 回になります。小笠原

方は、クーポン券の利用はで

がん検診の対象者

子宮頸がん・乳がん

無料クーポン券

☆骨粗しょう症検診

→40 歳以降の５歳きざみの

（40
—13—

＊がん検診も合わせて受けましょう

の季節となりました。

ょっと太っちゃったんです。

ですね。でも健康診断の直前だからといって、過度

しましょうね。体重が全てではないので、健診はい

しょう。２日（月）から受付になりますので、忘れ

っと緊張するけど・・・さっそく予約をしてみます

月中旬頃から郵送で問診票が届きます。予約をする

身を確認して、必要事項は記載したうえでご持参く

類は関係ありません）

診→30 歳以上の方

40 歳以上の方

象者でない方で「がん

前に福祉係・母島支所

。

直接観察しま

父

ださい。

実施のみになります。

視診

拡大鏡により肉眼では

細胞診

組織を採取して、がん

地で受診ができます。

1 日まで

元氣プラザ（千代田区

です。）のみ

ラフィと視触診」とな

申し込みをして、無料

さい。

診の受診は、年度内に

村健康診断で受診する

きません。

検診

骨密度測定

かかとの骨に超音波を

グネシウム等のミネラ節目年齢の方

、45、50、55～）
― 村民課福祉係—
＊

クジラの伝言板

なダイエッ

つも通りの

ずに予約を

。

だけでなく、

ださいね。

す。

見られない病変を発見します。

細胞の有無やその種類を調べます。

子宮頸がん検診とは？

乳がん検診とは？

当て、骨の中にあるカルシウム・マ

ル成分の量を測定します。

骨粗しょう症検診とは？
村民課福祉係
胃内視鏡検査

内視鏡を口から挿入し、食道、胃、十二指腸を

胃がん検診とは？
喀痰検査

3 日分の痰を取り、それを健康診断当日に提出します。

容器は 11/２～11/16 の期間に配布します。

胸部エックス線検査

島：保健所、母島：診療所へ健診期間中に直接行ってく

肺がん検診とは？
視触診 超音波検査

視触診での発見は、ある程度の大きさに限られるため、

超音波検査やマンモグラフィなどと併用します。

マンモグラフィは、無料クーポン券を使用して内地での
2－3939



入港日 出港日（久里浜寄港便）

高校図書館開放 インフルエンザ予防接種（母島）（～１７）

ははじま丸冬期ダイヤ開始 小笠原村診療所(歯科・父島)休診～(１２／３)

返還50周年記念事業｢キャッチコピー｣「ロゴマーク」募集（～２／５） 動物派遣診療（父島）（～２０）

小笠原村健康診断受付（～２０） ノヤギ駆除

肺がん検診受付（～１６）

村有施設の指定管理者の公募（～３０） 期限切れ保存水配布開始（父島）

不動産登記官による登記相談受付（～１９） 赤旗山・時雨山・つつじ山方面指定ルート通行止

アカギ木工教室申込受付（～１２／１８）

入港日（久里浜寄港便）

乳幼児計測会（母島）

出港日 インフルエンザ予防接種（父島）

小笠原中学校 学校公開週間（～７） インフルエンザ予防接種（母島）

事業者向けマイナンバー制度講習会（母島）（～５） 行政相談所の開設（父島）
防災行政無線を用いた全国一斉の緊急情報伝達試験 ソフトバレーボールワンポイントレッスン（父島）

小笠原中学校 学習発表会（～７） 島嶼ふれあいソフトバレーボール交流大会（父島）

定期予防接種（父島・母島）
赤旗山・時雨山・つつじ山方面指定ルート通行止(～６）

6 金 出港日（久里浜寄港便）

入港日 製氷海岸ビーチクリーン

小笠原中学校舞台発表 高校図書館開放

母島小中学校学芸会

高校図書館開放

小笠原高校授業公開（～１３） インフルエンザ予防接種（母島）

生活習慣病予防講習会（父島）申込受付（～１２／９） ノヤギ駆除

出港日

眼科専門診療（父島）（～１２） 入港日

南島入島禁止期間開始（～２／２）※年末年始を除く 母島診療所休診（～２７）

村民相談 不動産登記官による登記相談（母島）（～２６）

ヘルスアップ教室（父島） 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

赤旗山・時雨山・つつじ山方面指定ルート通行止 小笠原村健康診断（母島）（～２７）

世界自然遺産に関する村民意見交換会（母島） 年末調整などに関する説明会（父島）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 定期予防接種（父島）

事業者向けマイナンバー制度講習会（父島） 年末調整などに関する説明会（母島）

ノヤギ駆除 不動産登記官による登記相談（父島）

入港日（久里浜寄港便） ミズナギドリレスキュー講習会（母島）

しましま商品券換金期限 電話による無料法律相談

赤旗山・時雨山・つつじ山方面指定ルート通行止 小笠原小学校展覧会展示品応募締切

眼科専門診療（母島）（～１５） 出港日

インフルエンザ予防接種（父島） ミズナギドリレスキュー講習会（父島）

動物派遣診療（母島）

地域における津波避難のための説明会（父島） 小笠原村健康診断（父島）（～１２／４）

危険物取扱者保安講習（父島） 高校図書館開放

地域における津波避難のための説明会（母島）

危険物取扱者保安講習（母島） 母島巡回労働相談

母島防犯ゲートボール大会

高校図書館開放

5 木

25 水
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日
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行 事 予 定日付 曜日

16 月
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24

水
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月

木
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火

文化の日

勤労感謝の日
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